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　国際交流パーティー2017が12月 2 日（土）藤岡商工会議所において開催され、外国人59人を含む164
人の参加者が楽しいひと時を過ごしました。
　矢島会長による開会の挨拶の後、日本語教室生のベトナム人による発声で乾杯し、料理を食べなが
ら歓談しました。
　パーティーはＡＬＴによるクリスマスソングから始まり、ハングル愛好会の合唱、ベトナムの歌と
ダンス、群馬医療福祉大フラサークルのフラダンス、レア・オハナのタヒチアンダンスといった、国
際色豊かなステージが催され、大いに盛り上がりました。パーティーの後半は抽選会が行われ、番号
が読み上げられるたびに歓喜とため息が会場を包み込みました。また、クライマックスとしてインド
ネシアのダンスを参加者全員で踊り、ボルテージは最高潮に達しました。　　　　（文化交流部会）
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国際交流啓発作品コンクール
　市民の皆様から国際交流に関する絵・ポス
ター、標語、写真を募集したところ、計1,255
点のご応募をいただき、10月14日（土）・15日
（日）の 2日間、ららん藤岡花の交流館におい
て掲示いたしました。ご応募いただいた皆様、
ありがとうございました。
　表彰式は10月15日（日）同会場で開催され、
市内の小中学校に勤務するＡＬＴに受賞者を
読み上げてもらい、国際交流協会らしい表彰
式をすることができました。
　　　　　　　　　　　　　　（総務部会）

第14回藤岡国際交流まつり

　10月15日（日）ららん藤岡ふれあい広場において、外国料理
の試食、外国人との交流ゲーム、外国人アーティストとのア
ートイベントを行いました。また野外ステージでは、群馬医
療福祉大フラサークルによるフラダンス、外国人による歌や
踊りが披露されました。
　今回のアートイベントで完成した
作品は、中央通り商店街にある「会
遊亭」に展示してありますので、ぜ
ひご覧になってみてください。

　多くの皆様に外国語の学習を通して国際交流に対する理解
を深めていただくため、ＡＬＴ等を講師
にお迎えして開催しています。本年度も
3ヶ月講座として英会話教室を 3回、 6
ヵ月講座としてフランス語教室を 2回実
施しています。和やかな雰囲気の中で楽
しく外国語や外国の文化を学ぶ場となっ
ています。　
　　　　　　　　　　（文化交流部会）

フランス語教室

英会話教室
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第13回藤岡市民中国江陰市友好訪問団
　11月17日～20日（ 3泊 4日）において、総勢21名の訪問団が友好
都市の中国江陰市をメインに蘇州市、上海市を訪れました。江陰
市では多数の関係者の出迎えを受け、歓迎パーティーでは本場の
中華料理を楽しみながら交流を深めることができました。その後、
東洋のベニスと称される蘇州市や、中国最大の国際都市である上
海市を見学しました。
　この市民訪問団にまだ参加されていない皆様も、ぜひ一度参加
されてはいかがでしょうか。　　　　　　　　（市民交流部会）

外国物産販売
　 7月16日（日）鬼石まつり、 7月23日（日）藤岡まつり、11月 5 日
（日）藤岡フェスタにおいて、市民訪問団で中国江陰市を訪れた際
に購入した様々なお土産をメインとして出展しました。手作業で
作られた繊細な模様の織物や、キーホルダー、扇子など現地なら
ではの品を格安で提供し、たくさんの方々からご好評をいただき
ました。　　　　　　　　　　　　　　　　　（市民交流部会）

　市内の外国人を対象に、毎週金曜日の夜に日本語教室を開講しています。
また、土曜日にはフットサルなどのスポーツ教室を開催しています。日本語
を勉強したい外国人の方、ぜひ教室をのぞいてみてください。
　今年度の日本語教室では、日本文化研修として埼玉県川越市を訪れ、蔵造
りの街並みを散策しながら外国人に日本の文化に触れてもらいました。また、
藤岡まつりの大人みこ
しや市民綱引き大会な
どに参加しました。外
国人にとっては初めて
経験することばかりで
楽しく交流することが
できました。
（ボランティア部会）

藤岡まつり 大人みこし
綱引き大会

外国人の
ための
日本語教室

　私たちと一緒に活動してくれる会員を募集しています。
　「外国人と友だちになりたい」「外国人の日本語学習
やスポーツを支援したい」「異文化にふれたい」など、
国際交流活動に関心のある個人や、お店、会社など企業
会員も募集しています。サークルやグループなど仲間と
一緒に加入することも出来ます。

　○年会費　・個人会員　　　　　２，０００円
　　　　　　・法人・団体会員　１０，０００円
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市民の国際交流紹介  No.38

　「一緒にカナダに行かないか」先輩からのこの言葉が私の人生を変えました。中学校２年生の夏、私
はカナダのサスカチュワン州リジャイナへの交換留学プログラムに参加しました。それまでの私は英語
を得意としていたわけではなく、ただ楽しそうだという理由で参加しました。しかし、当然ながら英語
では全く話せず、おしゃべり好きな私は自分の言いたいことが伝えられないことに非常に悔しい思いを
しました。
　この悔しい経験から、私は英語を本格的に勉強するようになりました。そして８年後、英語を専門と
する大学４年生になった私は海外留学を考えるようになっていました。ただ単に学校生活をするのでは
なく、その国の他の人たちと同じようにその国の住民として生活をしてみたいと思い、ワーキングホリ
デービザを取得しました。もちろん滞在先は「絶対に戻ってくる」とプログラム最終日に話していたサ
スカチュワン州リジャイナです。
　到着してすぐに地元のレストランでキッチン担当として働き始めました。そのお店にはそれまで日本
人は在籍したことすらなかったようで、韓国語の商品を日本語だと思って翻訳を頼まれたこともありま
す（笑）
　同僚の母国語も、ヒンディーやドイツ、スペイン、スワヒリ、中国など様々で、言語の違いや慣用表
現の面白さなどが会話の話題に上ることも少なくない環境でした。日本ではめったに体験できない環境
であったと思います。
　１年間という短い期間ではありましたが、日本を離れて生活をしてみて感じたことは「自分で動くこ
との大切さ」です。カナダでは個人の意思や考えを尊重してもらえることが多く、誘いを断ったり断ら
れたりしても「じゃあまた今度」とあまり気にしないことが多かったように思います。ほぼ見知らぬ土
地で友人を作るためには、積極的に自分から出かけて交流を持つ必要がありました。そうしてできた輪
からまた新しいつながりが生まれどんどん友人の輪が広がっていきました。
　先輩の一言から始まった私の海外との繋がりは、10年たった今でもなお続いて成長しています。これ
までの思い出とこれから起こるだろう沢山の楽しい出来事を楽しみにしながら、積極的に交流を続けて
いけたらと思っています。

私の海外経験 海老澤 大輝 さん

日本語教室の生徒たちとホストファザーとのフットボール観戦


